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教員免許取得のための授業に「総合演習」とい

うのがある（ただし、平成22年度からは法律上は

なくなる）。その趣旨は教免法施行規則に書かれ

ていて、「人類に共通する課題又はわが国社会全

体に関わる課題」について認識を深め、分析検討

を加えて視野を広げ、将来教員になったときにこ

れらの課題を適切に指導する方法と技術を身につ

けさせることである。きわめて単純に表せば「科

学的態度」を身につけることだ。この授業では、

学生に対して課題設定、資料収集、仮説設定、デ

ータ収集、分析、論理立て、まとめ、発表という

一連の段階の手続きをこなすことを求めたが、結

果として期待した成果がほとんど得られなかっ

た。つまり私が行った指導は失敗であった。

今日では義務教育段階からいわゆる調べ学習

や、総合的な学習の時間などを使った生徒の主体

的な課題研究的な取り組みが広く行われている。

そういう事実から、学生たちにはすでにそれなり

の課題探求の方法や思考法、態度が身についてい

るだろうという予測を前提にした私の指導であっ

た。しかし、それは見事に空回りしてしまった。

その原因はいろいろあるだろうが、その一つとし

て感じたことがある。多くの学生の思考スタイル

はなんと素朴なことよ！ということだ。疑問を持

つという態度が決定的に欠けているのだ。「本当

かな」「その根拠は何なのだろう」「別の立場から

の見方はないのだろうか」というような思考が欠

落している。一例を挙げよう。ある学生が「日本

の児童生徒の学力が低下したのはゆとり教育のせ

いである」と言う。何の疑いも持たないで、その

とおりなのだと思い込んでしまっている。私が

「本当に学力は低下しているのか。学力が低下し

ていることをどのようにして実証できるのか」と

説明を求めても、彼は、WEB上にある「学力は

低下した」と主張している人の意見、あるいは

「低下している」ことを実証することもなくそれ

を前提にことを論じている記述などをコピーして

きて、「この人は、学力は低下していると言って

います」と言うだけである。こういう状態だから

「ゆとり教育が学力低下の原因だ」という主張も、

実は根拠を持つ仮説ではなく、世間ではそのよう

に言われているという程度のものを受け売りした

ものにすぎない。単なる思い込みである。だから、

「ゆとり教育のせいで学力が低下した」という仮

説をどうやって確かめるのかと問うと、「学力低

下はゆとり教育が原因だと思いますか」という質

問を複数の一般の人に問いかけて、「そう思う」

という回答が多ければ証明できたことになると答

えるお粗末さである。

「他のみんながこう言っている。だから正しい。」

というような思考停止・思考放棄の態度が学生だ

けでなく世間一般に広く見られることはすでにい

ろいろなところで観察できる。テレビのワイドシ

ョーで健康によいとして取り上げられた食品がた

ちまちスーパーの店頭から消えてしまう時代なの

だ。そのような思考停止の態度はいわゆる疑似科

学を受け入れ、広め、支えることにつながる。身

近なところでは「血液型性格判断」や「星座占い」。

美容や健康・長生きのための「これがいい、これ

が効く」。「○○パワー」に「○○霊力」。

このようなことがらについては、「遊びでやっ

ているのだからかまわないではないか」という意

見もあるが、現実には遊びのつもりが遊びでなく



66

なってしまうほどの大きな問題を生じさせる下地

になることにも目を向ける必要があろう。たとえ

ば、1995年3月20日に起きた地下鉄サリン事件だ。

ある宗教団体を名乗る集団が東京都心の地下鉄車

両内で有毒ガスであるサリンを散布して多くの人

を殺傷した事件である。大学で科学的思考のトレ

ーニングを受けたはずの人がこの事件に関わって

いたのだ。この集団の考え方は、科学を装いなが

ら実は科学とは全く異なる性質のものであった。

前段が長くなってしまった。本書は、こういっ

た思考停止に警鐘を鳴らす。すなわち、科学を標

榜しながら実は科学の条件を備えていない疑似科

学の実態を明らかにし、本来の科学的方法とはど

のようなものかを詳述する。本書では、未検証で

あるさまざまな現象、たとえば「UFOと地球外生

命体説」「体外離脱体験と霊的存在」「占星術」

「創造説」「超感覚的知覚とサイコキネシス」など

を取り上げる。「これらの現象は事実である」と

主張する人たちは、しばしば科学的装いでもって

その正当性を主張する。あるいは「現在の科学で

はその存在が証明できていない」こと、あるいは

「現在の科学では存在を否定する証拠を見つける

ことができていない」ことを根拠に、これらの不

思議現象は「真実として存在するのだ」と主張す

る。著者はこういったたぐいのものを「疑似科学

(Pseudoscience)」と呼んで、本来の科学とは一線

を画す。では、科学と疑似科学はどのように違う

のか。疑似科学者の主張にはどのような欠陥があ

るのか。著者は具体的な例を挙げて疑似科学の問

題点を指摘する。

一方で、科学は絶対であると信奉する人もいる。

科学的手法で検証された事柄は「真実」であり絶

対的であるととらえる人々のことだ。著者は、こ

ういう人にも注意を促す。科学的であることは絶

対性を保証するものではない。科学は現象や対象

について常に相対的立場を堅持する。科学は疑う

ことから始まる。現象を観察し、それを踏まえて

仮説を立て、仮説に基づいて予測する。予測され

たことがらが生じるかどうかを公共的な方法によ

って実験したり観察したりして仮説の妥当性を検

証する。修正された新たな仮説に基づいてさらに

予測し、実験する。このサイクルの繰り返しが科

学的方法である。科学の歴史において科学が絶対

的真実を実証したことは一度もない。常に仮説で

ある。ということは、いつでも誰にでも反証可能

なものとして開かれている。膨大な観測と実験と

を通して集められたデータが常に仮説に修正を加

え、より高次の理解と説明を可能にしているのだ。

日本に住んでいる私には実感しにくいことであ

るが、著者によると、アメリカ合衆国には地球や

生物の起源に関して昔から旧約聖書の創世記に根

拠をもつ創造説の考え方が根強くある。宇宙や地

球上の生物は神の意志と力による創造であるとす

る説だ。もとは宗教的思想であるが、今日ではそ

れが科学的装いをまとって「科学的創造説」とし

て唱えられているという。当然ながらこれらの主

張は生物進化説やビッグ・バン理論に基づく宇宙

進化説などとは真っ向から対立する。1925年にテ

ネシー州では大学、師範学校、公立学校では生物

進化説を教えることを禁じる「バトラー法」が制

定されたそうだ。その後35年間、アメリカのほと

んどの教科書から生物進化学説は姿を消したとい

うことだ。再び生物進化説が公立学校で教えられ

るようになったのは、ソビエト連邦が1957年に世

界初の人工衛星スプートニクを打ち上げたことに

よるアメリカの科学技術に対する危機感からだっ

た。その後10年も経た1967年になってようやくバ

トラー法は廃止されたのだ。

本書はこのような具体的事例を随所に盛り込

み、疑似科学の主張や言い分に対して一つ一つ具

体的に反論して行く。それが、そのまま科学とは

どのような論理性と手法を持っているのかを理解

する上で有効なものとなっている。

科学的であることは「信じる」という言葉とは

無縁であろう。信じるという行為には疑うことが

排除されている。信じることは分からないことを

そのままにして無条件にかつ絶対的に真実として

受け入れることである。そこに疑いや疑問を持つ

者は反逆者であり、異端者である。分からないこ

とを確かめることなくそのまま受け入れてしまう

のが信じることだ。科学は分からないことを対象

にする。分からないことを分かることにするプロ

セスが大切である。しかし、分かったと思ってい

ることは常に暫定的な仮説のままであり続ける。

だから発展がある。信じる行為には発展の可能性
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はほとんどない。

科学的手法を用いる態度は単に自然現象や生

命、宇宙、物理や生物の世界だけのものではない。

私たちの社会現象や文化的現象を理解する上でも

欠くことのできない態度である。しかし現実には、

たとえば現象の原因と結果を何の根拠もなくほと

んど直感的に推論して、それを確信してしまうよ

うなことは日常的にも随所で観察できる。先に紹

介した「日本の子どもの学力が低下したのはゆと

り教育のせいだ」という単純な思い込みなどがそ

うだ。根拠の乏しいそのような信念が個人のうち

にとどまっているうちはまだ直接的な影響は少な

いかもしれない。だが、こういった信念がブログ

上で公開されたり、テレビのワイドショーで無責

任に発言されたりしだすと、社会的な影響は非常

に大きくなる。自らが誤った信念を発する側にな

らないためだけでなく、疑似科学的な情報を見分

け、それを信じ込まないようにする上でも科学的

思考と手法を身につけておくことが重要であろう。

本書を紹介しようと思い立った動機は、学生の

思考実態を目の当たりにしたことにあるが、教員

を目指す学生に限らず、多くの学生に「科学的」

ということの意味をあらためて考える材料として

読んでもらいたい本である。普段何気なく「科学

的」という言葉を使い、それが具体的にどういう

ことを意味するのかの自覚もなく「科学」あるい

は「科学的」という言葉を特別にありがたいもの

として受け止めているような人にも勧める。
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